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先日，横浜で行われた第 4 回日本眼科 AI 学会総会
に参加しました。眼科領域での AI 実装はもう少し先
の話ということにはなりそうですが，先駆けて何が起
こっていて，これからどのようなことが起きていくの
かということを感じ，考えるとても良い機会になりま
した。基礎実験をする AI ロボットだそうです。自身
でも基礎研究をしたことがありますが，Northan 
blotting の際に，コンタミで失敗なんてことがしば
しばでした。温度も時間もコントロールされ，ピペッ
ティングの量や速度もコントロールされ，実験結果は
ほぼ完全に再現されるそうです。実験の実務に費やさ
れてきた時間を，結果から先を考える時間に充てれば
良いということで，まさに AI アシストです。手術の
インシデント防止のための AI システムもすばらしい
実用だと思いました。それでも起きたインシデント
は，AI が間違いと判定しているのに，医療者側がそ
れを聞いていなかったなどだそうです。私たちが AI
との共存に慣れていく必要があるのかもしれません。
特別講演は国立情報学研究所の新井紀子先生で，AI
は計算機，正規分布の真ん中を示してくれるだけ，と
いう理論にはなるほどと納得しました。とはいえ，
AI は画像処理が得意で，人間では気がつかない現象
を見つけてしまいます。画像生成 AI なるものを試し
てみたことがありますが，キーワード入力だけで，

時々ですが自分ではまったく思いつかないような魅力
的な画像を作ってくれたりします。今後の展開を見守
りたいと思います。

さて，今回の特集は「珍しい真菌の角結膜感染」で
す。眼に関する真菌感染症はまれではありますが，一
度，生ずると診断，治療にしばしば難渋します。細菌
感染と鑑別しなければならない症例，ときには合併す
る症例がみられます。今回は特に珍しい真菌を取り上
げており，たいへんに興味深い特集になっています。
綜説では「MRI による緑内障患者の脳構造変化と機
能」について概説していただきました。MRI によっ
て緑内障の早期から脳構造変化を捉えることができ
る。AI との馴染みが良く，将来的には視野などの視
覚機能を推定するシステムにつなげることができるか
もしれないとのこと，大いに期待したいと思います。
機器紹介に取り上げられた「ビジョンスクリーナー」
は，既に小児の眼科診療，検診に欠かすことのできな
い重要な機器になっています。その特性を良く理解
し，日常の診療により広く，的確に用いていきたいと
ころです。その他にも，興味ある症例報告など，全体
としてとても充実した内容になっています。先生方の
眼科診療のアップデート，スキルアップにお役立てい
ただけますと幸いです。
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